
小
矢
部
市
交
通
安
全
協
会

会
長
野
澤

敏
夫

一
人
一
人
の
心
に「
交
通
安
全
」の
灯
を

～　ゆずりあう　心でひろがる　無事故の輪　～（毎月1日・15日は交通安全県民の日）富山県　交通安全スローガン

第
１
回
シ
ル
バ
ー
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
の
開
催

【
は
じ
め
に
】

　

今
年
六
月
、
小
矢
部
市
交
通
安
全
協
会
の

会
長
に
就
任
し
ま
し
た
。
長
く
務
め
ら
れ
た

西
川
前
会
長
の
後
任
と
し
て
、
責
任
の
重
さ

を
痛
感
し
て
い
る
毎
日
で
す
。

　

交
通
事
故
の
無
い
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し

て
、
皆
さ
ん
と
共
に
、
日
々
、
努
力
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
う

ぞ
ご
支
援
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

【
小
矢
部
市
交
通
安
全
協
会
の
活
動
】

　

小
矢
部
市
交
通
安
全
協
会
は
、
昭
和
三
十

三
年
に
設
立
さ
れ
て
以
来
、
六
十
五
年
の
歴

史
を
有
し
、
現
在
は
十
八
の
支
部
が
そ
れ
ぞ

れ
に
活
動
を
展
開
す
る
と
共
に
、
市
協
会
全

体
と
し
て
の
活
動
を
協
力
し
て
推
進
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
本
会
の
特
徴
的
な
取
り
組

み
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。

・
メ
ル
ヘ
ン
ポ
リ
ス
事
業

市
内
の
石
動
西
部
こ
ど
も
園
の
年
長
園
児

を
「
メ
ル
ヘ
ン
ポ
リ
ス
」
と
し
て
委
嘱
し
、

各
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
参
加
し
、
交
通
安
全
啓

発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
メ
ル
ヘ
ン
ポ
リ

ス
独
自
の
行
事
と
し
て
、
市
内
で
最
も
高
い

「
稲
葉
山
」
山
頂
か
ら
、
交
通
安
全
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
入
っ
た
風
船
二
百
個
を
飛
ば
す

「
世
界
へ
届
け
交
通
安
全
メ
ッ
セ
ー
ジ
発
信

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
や
市
内
商
業
施
設
に
お
い

て
交
通
安
全
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

・
メ
ル
ヘ
ン
女
将
に
よ
る
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

市
内
飲
食
店
の
女
将
さ
ん
で
、
組
織
す
る

「
メ
ル
ヘ
ン
女
将
」
と
地
域
活
動
推
進
員
と

共
に
年
三
回
の
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

・
交
通
安
全
ゲ
ー
ト
ポ
ー
ル
大
会
の
開
催

　

小
矢
部
市
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
と
の
共
催

に
よ
り
、
ボ
ー
ル
を
打
つ
前
に
交
通
安
全
標

語
を
読
み
上
げ
る
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

・
交
通
安
全
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
清
掃
活
動

　

交
差
点
な
ど
の
視
認
性
向
上
の
た
め
、
各

担
当
支
部
に
お
い
て
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
清
掃

を
行
っ
て
い
ま
す
。

・
小
矢
部
市
・
津
幡
町
と
の
県
境
合
同
街
頭

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

小
矢
部
市
交
通
安
全
対
策
協
議
会
等
と
共

に
県
境
に
お
い
て
両
市
町
の
首
長
、
警
察
署

長
、
交
通
安
全
協
会
長
、
各
種
関
係
団
体
が

参
加
し
、
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
て
い

ま
す
。

【
交
通
事
故
死
０
人
の
継
続
を
め
ざ
し
て
】

　

こ
の
よ
う
な
様
々
な
活
動
を
通
し
て
、
小

矢
部
市
で
は
今
年
十
月
末
時
点
で
交
通
事
故

死
０
人
を
八
百
六
十
日
間
続
け
て
い
ま
す
。

交
通
事
故
は
、
ほ
ん
の
小
さ
な
不
注
意
で
起

き
る
こ
と
が
大
半
の
よ
う
に
思
い
ま
す
。
経

験
慣
れ
し
過
ぎ
た
「
思
い
込
み
運
転
」
や
疲

れ
た
中
で
の
注
意
散
漫
な
運
転
な
ど
、
気
持

ち
の
持
ち
よ
う
や
事
前
の
準
備
に
よ
っ
て
未

然
に
防
げ
る
事
故
が
多
い
と
感
じ
ま
す
。

　

い
つ
何
時
で
も
、
一
人
一
人
の
心
の
中
に

交
通
安
全
を
意
識
し
た
灯
が
灯
り
続
け
る
よ

う
、
繰
り
返
し
繰
り
返
し
、
市
民
ぐ
る
み
の

様
々
な
取
り
組
み
を
粘
り
強
く
重
ね
て
い
く

こ
と
が
、
最
も
肝
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
も
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
る
次
第
で
す
。

実
技
テ
ス
ト
（
狭
路
通
行
）
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
選
手
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富山県部門功労表彰
個人：森清美、三邊哲夫、秋本正孝、竹谷弘之、

中山與一

富山県交通対策協議会表彰
個人：梅澤晃、梅本由紀子、五十嵐滿春、佐藤俊二、

植野重則、道古正子、村上利之、古瀬俊夫、
坂本敏、丹羽善雄、白川孝一

中部管区警察局長・中部交通安全協会協議会長表彰
交通安全功労者：中林利夫　他10名
優良運転者：小山吉春　他20名
交通安全功労団体：押し花おおさわの 全日本交通安全協会長表彰（交通栄誉章「緑十字銅章」）

富山県交通安全協会長表彰

交通安全功労者：木村和子　他29名
優良安全運転管理者：鹿熊丈志　他11名
優良運転者：中信昭　他47名

交通安全功労警察官：山田政和　他16名

富山県警察本部長・富山県交通安全協会長表彰
一般交通安全功労者：粟田ムツ子　他11名
交通安全功労団体：
【学校の部】富山市立杉原小学校　他２校
【一般の部】松本建設株式会社　他14団体

優良交通指導員・地域交通安全活動推進委員：
　西田勝博　他17名

四日秀一　他78名優良運転者：
支部協会功労役職員：中垣宮仁子　他14名

南砺市立福光中部小学校チームの選手たち

第60回富山県交通安全県民大会の開催

第55回交通安全こども自転車全国大会 ～富山県代表福光中部小学校第15位～

～交通安全こども自転車全国大会に出場して～

２７９人19団体を表彰

～運転は　ゆとりとマナーの　二刀流～交通安全年間スローガン（運転者・同乗者）

　９月４日㈪富山県民会館ホールにおいて富山県交通対策協議会（県・県警察・県教育委員会・県交通安全協会）の
主催により「第60回富山県交通安全県民大会」が開催されました。
　第１部では、参加者約700人が交通事故犠牲者の冥福を祈り黙とうを捧げ、横田美香副知事による新田八朗知事あ
いさつ代読後、長年にわたり地域の交通安全活動に貢献した個人279人と19団体が表彰されました。次に来賓の山本
徹県議会議長が祝辞を述べ、受賞者を代表して小矢部市交通指導員協議会の中山與一さんが「悲惨な交通事故による
被害者一人でも減るよう、より一層の努力を続けたい」と謝辞を述べました。
　最後に、県交通安全母の会連合会の花田礼子会長が大会宣言案（横断歩道における交通安全対策の推進、こどもと
高齢者を始めとする歩行者の安全確保、高齢運転者等の安全運転の推進、飲酒運転等の悪質・危険な運転の根絶、自
転車等のヘルメット着用と交通ルール遵守の徹底）を読み上げ、参加者の賛同を得て採択されました。
　また、第２部では、富山県警察音楽隊によるアトラクションがおこなわれ会場を盛り上げました。
　受賞者はつぎのとおりです。

　８月９日㈬、東京ビックサイト（東京都内）において「第55回交通安全こども自転車全国大会」が開催されました。
大会には各都道府県の代表校44チーム（１チーム４人）が出場し、学科と実技（法規、技能）を競いました。県代表と
して初出場した南砺市立福光中部小学校【杉浦翔月（小６）、波多風太郎（小６）、水口綾七（小６）、森潤南（小６）】は、
惜しくも入賞を逃しましたが、団体総合15位と大健闘しました。

【杉浦翔月】全国大会に出場するのが初めてだったので夜も眠れないくらい緊
張していました。結果は44チーム中15位で、目標にしていた10位以内には
届かなかったけれど、自分達が出せる精一杯の力で大会に臨むことができ
たと思います。今後も周囲の安全に注意して自転車に乗りたいと思います。

【波多風太郎】県大会の前には４人の選手に残れるように、県大会では良い成
績を残せるように、そして全国大会では今までの努力を出し切れるように
がんばりました。いろいろな人達の助言や応援でとても良い経験ができま
した。努力は報われるということやみんなで協力することを生かして、こ
れからもがんばっていきたいと思います。

【水口綾七】大会が始まる前は、とても緊張していました。特に実技が始まる前は、緊張して頭の中が真っ白になり
そうでした。でも途中からは失敗もあったけど、うまくできたところもあって少し安心してできました。この自転
車大会では、仲間とともにがんばることや努力するということを学びました。この経験を生かしてこれからの生活
や学校行事に取り組んでいきたいと思います。

【森潤南】県大会で優勝してから全国大会までの約１か月間は、それまで以上に練習をがんばりました。大会当日は、
特に実技では緊張や不安もあったけど、先生や先に競技を終えた友達からアドバイスをもらうことで、少し安心し
てペダルをこいで出発できました。ゴールではみんなが拍手で迎えてくれて「本当にがんばって良かったな」と思
いました。これからは、今回学んだ自転車の安全運転について、周りの人にも広めていきたいと思います。
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～自転車に　乗るなら必ず　ヘルメット～交通安全年間スローガン（歩行者・自転車）

10
月
14
日
㈯
県
運
転
教
育
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
高
齢
者
が
自
動
車
の
安
全
運
転

を
す
る
た
め
の
知
識
と
技
能
を
再
確
認

し
、
習
慣
付
け
る
こ
と
に
よ
り
、
自
動
車

事
故
の
防
止
と
マ
ナ
ー
向
上
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
、
県
警
・
県
交
通
対
策
協
議

会
・
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
協
力
を
得

て
「
第
１
回
シ
ル
バ
ー
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
コ

ン
テ
ス
ト
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

コ
ン
テ
ス
ト

に
は
、
14
支
部

交
通
安
全
協
会

か
ら
65
歳
以
上

の
高
齢
者
（
１

チ
ー
ム
２
人
、

16
チ
ー
ム
32
人
）

が
参
加
し
て
学

科
問
題
と
実
技

走
行
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

　

団
体
の
部
は
な
ん
と
セ
フ
テ
ィ
ー
ド
ラ

イ
バ
ー
ズ（
南
砺
）、
個
人
の
部
は
森
田
謙

三
さ
ん
（
南
砺
）
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　

入
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

■
団　

体
：
優
勝
な
ん
と
セ
フ
テ
ィ
ー
ド

ラ
イ
バ
ー
ズ（
南
砺
）
②
余
川

（
氷
見
）
③
上
市
（
上
市
）

■
個　

人
：
優
勝
森
田
謙
三（
南
砺
）
②
新

谷
孝
司（
氷
見
）
③
西
田
勝
博

（
上
市
）
④
五
十
嵐
滿
春
（
富

山
中
央
①
）
⑤
塚
本
直
正（
富

山
南
）
⑥
川
端
徹（
高
岡
①
）

⑦
永
澤
一
比
己（
立
山
）
⑧
正

所
久
明（
砺
波
）

■
敢
闘
賞
：
浅
井
明（
富
山
南
）

10
月
４
日
㈬
よ
り
10

月
25
日
㈬
ま
で
の
間
、

県
内
４
会
場
（
富
山
・

高
岡
・
魚
津
・
砺
波
）

に
お
い
て
、
県
内
各
地

で
活
動
す
る
地
域
交
通

安
全
活
動
推
進
委
員
１

２
８
名
が
出
席
し
、
ブ

ロ
ッ
ク
研
修
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
県
内
の
最
近
の
交
通
事
故

情
勢
、
推
進
委
員
の
心
構
え
や
活
動
要
領
及

び
、
最
近
の
道
路
交
通
法
の
改
正
点
（
自
転

車
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
の
義
務
化
な
ど
）
の

内
容
に
つ
い
て
詳
細
に
説
明
し
、
引
き
続
き

地
域
の
交
通
安
全
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
「
交
通

事
故
ゼ
ロ
」
を
目
指
し
活
躍
し
て
い
た
だ
く

こ
と
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

交
通
安
全
協
会
と
富
山
エ
フ
エ
ム
放
送
㈱

で
は
、
今
年
も
県
内
事
業
所
等
の
協
賛
を
得

て
６
月
26
日
か
ら
８
月
27
日
ま
で
の
２
か
月

間
に
わ
た
り
ラ
ジ
オ
Ｃ
Ｍ
で
信
号
機
の
な
い

横
断
歩
道
で
の
一
時
停
止（
歩
行
者
優
先
）

を
県
民
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

ラ
ジ
オ
Ｃ
Ｍ
放
送
期
間
中
な
ど
に
Ｊ
Ａ
Ｆ

（（
一
社
）日
本
自
動
車
連
盟
）が
実
施
し
た

全
国
調
査
（
８
月
９
日
㈬
〜
９
月
20
日
㈬
の

間
）
に
よ
る
と
、「
信
号
機
の
な
い
横
断
歩

道
」
に
お
け
る
富
山
県
の
一
時
停
止
率
は
、

昨
年
よ
り
13
・
０
㌽
上
昇
し
50
・
０
％
、
順

位
は
５
位
上
昇
し
20
位
と
過
去
最
高
の
結
果

に
な
り
ま
し
た
。
富
山
県
の
一
時
停
止
率
は

年
を
追
う
ご
と
に
改
善
さ
れ
、
平
成
30
年
と

比
べ
て
45
・
２
㌽
も
上
昇
す
る
な
ど
、
目
に

見
え
て
成
果
が
出
て
い
る
も
の
の
、
ま
だ
半

分
の
車
両
が
一
時
停
止
し
な
い
状
況
で
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
意
識
が
向
上
し「
一
時
停

止
」
す
る
車
両
が
増
え
、
信
号
機
の
な
い
横

断
歩
道
上
で
の
交
通
事
故
が
１
件
で
も
少
な

く
な
る
よ
う
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん

　

信
号
の
な
い
横
断
歩
道
で
の
歩
行
者
優
先

は
、
交
通
マ
ナ
ー
で
は
な
く
交
通
ル
ー
ル
で

す
。
歩
行
者
が
い
る
場
合
に
は
停
止
し
、
通

行
を
妨
げ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

歩
行
者
の
皆
さ
ん

　

ハ
ン
ド
サ
イ
ン
で
運
転
者
に
横
断
歩
道
を

渡
る
意
思
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
止

ま
っ
て
く
れ
た
運
転
者
に
対
し
て
「
あ
り
が

と
う
」
の
気
持
ち
を
伝
え
て
渡
り
ま
し
ょ

う
。

　

年
末
は
降
雪
・
凍
結
等
に
よ
り
道
路
環
境

が
悪
化
す
る
中
で
、
気
ぜ
わ
し
さ
も
あ
い

ま
っ
て
、
交
通
事
故
が
多
発
す
る
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
飲
酒
の
機
会
も
増
え
る
こ

と
か
ら
、
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
マ
ナ
ー
向

上
を
呼
び
掛
け
る
こ
と
に
よ
り
、
県
民
の
交

通
安
全
意
識
を
高
め
、
交
通
事
故
防
止
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
年
末
の
交
通
安
全
県

民
運
動
が
今
年
も
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

期　

間

　

令
和
５
年
12
月
11
日
㈪
〜
12
月
20
日
㈬

　

ス
ロ
ー
ガ
ン

　

ゆ
っ
く
り
走
ろ
う　

雪
の
ふ
る
里　

北
陸
路

　

運
動
重
点

　

１　

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

　
　
　
　

（
北
陸
三
県
統
一
重
点
）

　

２　

夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
交
通
事
故
防
止

　

３　

飲
酒
運
転
等
の
悪
質
・
危
険
な
運
転
の
根
絶

４　

自
転
車
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
と
交
通
ル
ー
ル

遵
守
の
徹
底

　

活
動
重
点
日

・
12
月
11
日
㈪
：
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
交
通
事
故

　
　
　
　
　
　
　
　

防
止
の
日

・
12
月
12
日
㈫
：
横
断
歩
道
お
も
い
や
り
の
日

・
12
月
14
日
㈭
：
高
齢
者
交
通
安
全
呼
び
掛
け
の
日

・
12
月
15
日
㈮
：
飲
酒
運
転
根
絶
の
日

・
12
月
18
日
㈪
：
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド

　
　
　
　
　
　
　
　

シ
ー
ト
着
用
徹
底
の
日

11
月
２
日
㈭
県
運
転
教
育
セ
ン
タ
ー
等
に

お
い
て
、
県
自
転
車
安
全
教
育
推
進
委
員
会

の
主
催
に
よ
る
「
自
転
車
安
全
教
育
指
導
員

講
習
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
習
会
に
は
県
下
か
ら
応
募
の
あ
っ
た
新

規
の
指
導
員
を
含
む
19
名
が
参
加
し
、
各
地

域
で
行
わ
れ
る
自
転
車
教
室
等
で
指
導
す
る

際
の
要
領
や
注
意
点
等
を
習
得
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、

「
車
両
の
点
検
整
備
ポ

イ
ン
ト
や
緑
色
Ｔ
Ｓ

マ
ー
ク
の
付
帯
保
険

の
説
明
な
ど
が
大
変

参
考
に
な
り
、
今
後

指
導
す
る
際
に
生
か

し
て
行
き
た
い
」
と

の
声
が
聞
か
れ
ま
し

た
。

第
１
回
シ
ル
バ
ー

　
　

ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
の
開
催

地
域
交
通
安
全
活
動
推
進
委
員

　
　
　
　
　
　

ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
の
開
催

「
止
ま
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
運
動
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

推
進
中

北
陸
三
県
統
一

年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動
の
実
施

自
転
車
安
全
教
育
指
導
員
講
習
会
の
開
催



◆立山町交通安全協会◆

◆富山西交通安全協会◆

◆射水交通安全協会◆ ◆上市区域交通安全協会◆

◆黒東交通安全協会◆

◆氷見市交通安全協会◆ ◆富山中央交通安全協会◆ ◆黒部市交通安全協会◆

◆砺波市交通安全協会◆ ◆富山南交通安全協会◆ ◆魚津市交通センター◆

◆南砺市交通安全協会◆

◆高岡交通安全協会◆

◆滑川市交通安全協会◆

◆小矢部市交通安全協会◆

各地区の交通安全活動状況
～富山の交通安全を一緒に守りませんか？～

ここで紹介している活動は皆様方からいただいた協力金・賛助金で行っています。
交通事故のない安心安全な地域をつくるため、これからもご協力をお願いします。

各地区の交通
安全活動はこ
ちらからもご覧
になれます。

～ぺだるこぐ　ぼくのあいぼう　へるめっと～交通安全年間スローガン（こども）

高岡支部第一ブロック７支部から代表各２名が
参加して、高齢者シルバードライビングコンテ
ストを開催しました。優勝、準優勝チームが
10月の県大会に代表として出場しました。

利田公民館において、地域の高齢者を対象に
交通安全教室を開催しました。腹話術を使っ
た講話や替え歌体操等、リラックスした雰囲
気の中で交通安全意識の向上を図りました。

「チューリップで注意アップ」と題し、保
育園児と一緒にチューリップの球根とチラ
シをドライバーに配布し、歩行者や夜間の
運転に注意するよう呼び掛けました。

海峰小学校口交差点付近において、阿尾保育
園児20名と一緒に、園児の手作りマスコット
と啓発チラシを配布して、全席シートベルト・
チャイルドシート着用を呼び掛けました。

運転教育センターにおいて「心を米（込め）
た安全運転、今日も明日も２合（にっこり）
帰宅」の合言葉の下、新米２合とチラシを
配布し無事故無違反を呼び掛けました。

高齢者交通安全呼び掛けの日に、14歳の挑戦
中の中学生と一緒に猫の反射材「止まってくれ
にゃん！手をあげてくれにゃん！」とチラシを
配布し横断歩道の一時停止を呼び掛けました。

砺波市特産の玉ねぎをもじり、「たしかに締め
ようまず締めようねまったら締めようぎゆっ
と締めよう」を合言葉に全席シ－トベルト・
チャイルドシ－トの着用を呼び掛けました。

道の駅細入において、飛騨警察署との合同
キャンペーンを行いました。両警察署のマス
コットキャラクターも参加しチラシや反射材
を配布して交通事故防止を呼び掛けました。

松倉支部が観音寺地内を通行するドライ
バーに、ＢＯＸティッシュやチラシ等を
配布しながら、飲酒運転の根絶やシート
ベルト着用等を呼び掛けました。

地域の高齢者グループより依頼を受け、交通
安全出前講座を行いました。参加者は、カル
タを使ってルールの再確認や反射スコープを
覗いて反射タスキの効果を体験しました。

呉羽山公園駐車場において、北日本自動
車学校と協力して交通安全啓発チラシと
事故ゼロをもじったゼロカロリー飲料を
配布し、交通安全を呼び掛けました。

市内の小学1年生児童が交通安全の願いを
込めて家族に宛ててメッセージを書いた
「交通安全きらりんはがき」を特設ポスト
に投函しました。

石動西部こども園年長園児で組織するメ
ルヘンポリスたちが、交通安全の願いを
書いたメッセージカードを風船に付けて
稲葉山から大空高く飛ばしました。

いみず市民交流プラザ及び周辺道路におい
て、高齢者の交通安全意識の向上と交通ルー
ルの確認と実践を図るため、高齢者交通安全
ウオークラリー大会を開催しました。

大岩山日石寺の六本滝において、滝行に
よる交通安全祈願祭を行いました。参加
した協会員等は身の引き締まる思いの
中、地域住民の交通安全を祈りました。

－４－


